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1コリント15：12-20  　「死者は必ずよみがえる」  12/27/20 

主イエスの復活の重要さを思い起こす。 
＊私たちが復活する証拠：それは、主イエスの復活である！ 

主イエスの復活は、彼自身が実際に経験したことだった。 
●パウロの救い　使徒9：1−6 

●パウロの証し 

①エルサレムで、彼を殺そうとしていた民衆の前で　使徒22：6−8 

②ペリクス総督の前で　使徒24：15 

③アグリッパ王の前で　使徒26：8、12−18、23 

＊フェストのパウロについての証言。アグリッパ王とベルニケに対する証言　使徒25：19 

●ペンテコステでのペテロのメッセージ。　使徒2：23、24、32 

●生まれつき足の悪い男を癒やした後、ペテロが群衆に語ったメッセージ。　使徒3：15 

●ペテロとヨハネが捕られた理由が記されてある。　使徒4：2 

●また使徒たちが語っていたメッセージが記されてある。　使徒4：33 

●議会での、ペテロや使徒たち。　使徒5：29−30 

確かに使徒たちは、主イエスの十字架と復活を語っていた。それは、彼ら自身が復活の主と
実際に出合っていたため、確信をもってこの真理を語っていた。 

主イエスの復活がもし事実でなかったとしたら… 

A．「福音宣教の無意味さ」　13−15節 

1．もし主イエスの復活が事実でなかったとしたら： 

①我々はよみがえらない　13節 

②無益な宣教　14節 

●「宣教は実質のないもの」 

●「信仰も実質のないもの」 

③偽証の罪：神の御業への偽証　15節 

●「神について偽証した者ということになります」 

「偽証をした者」 

「ということになります」 

●「神に逆らう証言をした」 

B．「救いの無意味さ」　16−19節 

1.　「罪の赦しがない」　　　17節 

2.　「永遠の地獄へ」　18節　　黙示録20：10、15 

3.　「哀れな人生」19節 

C.　「キリストの復活の事実」20節 

マルコ16：15、20、使徒17：31 


